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はじめに 

 

近年，国内貨物輸送の形態をみると，陸上輸送の幹線部分はトラック輸送に頼っている

ものの，労働力不足・交通混雑・環境問題など物流をめぐる制約要因が深刻化しており，

効率性が高く，環境保全の面でも優れた鉄道や海運へ転換するモーダルシフトが推進され

ている。 

特に，内航海運は，我が国の経済・国民生活を支える産業基礎物資である石油，鉄鋼，

セメント等を輸送しており，エネルギー効率が高く環境にも優しいばかりでなく，輸送効

率も高いことから，今後，内航海運の役割が一層増大することが予想される。 

このような状況のなかで国土交通省は，「次世代内航海運ビジョン ～21 世紀型内航海運

を目指して～」の具体化を図るために「内航海運制度検討会」及び「内航船乗組み制度検

討会」を設置し，事業規制や船舶・船員安全規制の見直しの検討を行っている。 

そこで，海難審判庁では，平成 12 年から同 14 年の 3 年間における内航貨物船海難の裁

決事例や海難調査で得た情報を総合して，内航海運を取り巻く環境等の諸問題を考慮し，

海難の特徴や問題点を抽出するための分析を行うこととした。 

今回は，内航貨物船が関連した衝突事件を対象として，適用された航法別（「横切り船

の航法」，「視界制限状態における船舶の航法」，「船員の常務（錨泊・漂泊船との衝突）」な

ど）に分けて詳細に分析を行ったもので，引き続き，内航貨物船の乗揚，機関損傷につい

ても分析を行う予定である。 

これらの分析により，内航貨物船海難の実態や問題点について，船舶の乗組員をはじめ，

海事関係者の理解が深められ，同種海難の再発防止に寄与できれば幸いである。 
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用語の説明 

 

内 航 船：船積港及び陸揚港のいずれも本邦内にある航路に従事する船舶をいう。 

外 航 船：本邦と本邦以外の航路に従事する船舶をいう。 

内航貨物船：内航船のうち貨物船及びタンカーをいう。 

有 資 格 者：航海当直を行うための六級海技士（航海）以上の海技免許を有している者をい

う。 

無 資 格 者：航海当直を行うための海技免許を有していない者をいう。（航海当直部員の認定

を受けた者を含む。） 

引 船 列：台船やはしけ等を曳航中の引船は，1隻の引船列として扱う。 

押 船 列：台船やはしけ等を押航中の押船は，1隻の押船列として扱う。 

 

内航貨物船の種類 

１．一般貨物船・・・・・・・専ら貨物の輸送に従事する船舶（専用船を除く） 

２．土・砂利・石材専用船・・土・砂利・石材を輸送するための専用構造を有する船舶 

３．セメント専用船・・・・・セメントを輸送するための専用構造を有する船舶 

４．自動車専用船・・・・・・自動車を輸送するための専用構造を有する船舶 

５．鋼材専用船・・・・・・・専ら鋼材の輸送に従事する船舶 

６．その他専用船・・・・・・上記以外の専用構造を有する船舶又は専用に輸送する船舶 

（コンテナ船，RORO船，石灰石専用船，兼用船等） 

７．油タンカー・・・・・・・石油製品を運搬する船舶 

８．液化ガスタンカー・・・・石油ガス，天然ガス等を運搬する船舶 

９．ケミカルタンカー・・・・ケミカル製品を運搬する船舶 

なお，総トン数20トン未満の船舶，押船，引船，はしけ，港内における給水船及びし尿

等海洋廃棄船は除外した。 

 

トン数  

総トン数をいう。 

 

損傷の状況 

船体の損傷状況について，その程度を次の区分により分類する。 

全損・・・損傷により船舶としての機能を失い，再用不能となった場合をいう。 

重損・・・全損に次ぐ重大な損傷で，大修理を加えなければ船舶としての機能をはたし

得なくなった場合をいう。 

軽損・・・損傷が軽微なもので全損，重損いずれにも該当しない場合をいう。
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